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生活協同組合コープぐんま
助け合いの精神が
毎日の生活を支える
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事業者紹介

　群馬県の約4割の世帯が加入する、県内最大の消費
者団体であるコープぐんまは、「私らしいくらしづくり
の応 援」をテーマに、毎日のくらしを支える生活基 盤 
となるため、店舗・宅配・共済・福祉・イベント・生産者
との交流などさまざまな活動を展開しています。その
活動を通して、群馬県に今まで以上に多彩で豊かなく
らしの文化が花咲くことをめざし、「CO・OP ともには
ぐくむ くらしと未 来」という理 念のもと、持続可能な
社会の実現と地域社会の発展に寄与しています。

　コープとは英語の協同組合｢co-operative｣の略で
す。農 業協同組合や漁 業協同組合などさまざまな協
同組合がありますが、消費者の協同組合は生活 協同
組合（生協）で、｢コープ｣とも呼ばれています。一人ひと
りの消費者がくらしのさまざまな願いを協同し、たす
けあいながら実現していく消費者の組織、それがコー
プです。一人ひとりが「出資金」を出し、事業や活動の

「運営」に参加し、「利用」する協同組合です。

経緯・背景

環境保護や食育を通じて
未来へつながる活動を実施

　事 業内容は 店 舗・宅 配・共済・福 祉・サービスであ
り、群馬県内の組合員数は340,840人（2024年3月20
日現在）。
　群馬県と県内33市町村と「見守り協定」、全市町村
と「災害時協定」を締結しています。

●環境保護活動
・沼田市市民の森への植樹・間伐
・河川の清掃・いばらきコープと合同で大洗海岸の

清掃活動

●平和活動
・子どもたちが 子どもたち同士で平和の大 切さを

伝え合う取組（ピースクラブ）
・8月に広島で開催される『ピースアクションinヒロ

シマ』への参加
・長野県の無言 館・松 代象山地下壕への見学会開

催
・平和企画映画上映会を開催

●食育の取組
・お米づくり体験（田植え・収穫）
・小 松菜、キャベツ、レタス、下仁田ネギ、ブロッコ

リーなどJAの協力による収穫体験

具体的な取組・成果

　20 2 3 年度 からコープぐんまの 奨 学 金 制 度を開 始
し、群馬県に在住のひとり親・両親がいない家庭の高
校生・高等専門学校生に3年間、毎月1万円を給付して
います。2024年度は34名の奨学生に給付しました。

　奨学金は「奨学金応援サポーター」として登録いた
だいた組合員の寄付から給付しています。11月には奨
学金応援サポーターが1, 50 0名を超えました。また、

「組合員のくらし」と「地 域のニーズ」を協同の力で実
現する社会を創っていくため、「未来つながり助成」と
して団体へ寄付しています。未来つながり助成は2001
年からスタートし、寄付は189団体9 4 8万円となりま
した。

　 助け 合いの心と協 同の力が生み出す「 とも
に」の力で 未 来をきりひらき、誰ひとり取り残
さない 社 会を創ること 。私 たちが 掲 げ た目標
は、コープぐんま単独では実現することが困難
です。目標の達成状況、取り組む姿勢を社会に
向けて発 信することで、同じ志を持つ企業・団
体とつながり、ともに達 成を目指していきたい
です。

今後の展望と求めるパートナー像

　理念「CO・OP ともにはぐくむ くらしと未来」
が 示 す 方 向 は 、国 際 社 会 の 共 通 目 標 であ る
SDGsと同じです。また「未 来へつなごう」をス
ローガンに掲げ、SDGs重点課題の目標達成に
向け取組を進めています。

当組合にとってのSDGsビジョン
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